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名古屋大学防災無線マニュアル
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№18国際嚶鳴館
(山手団地)

№17東山守衛所

屋 内

№16災害対策室

№10工学部８号館

№13総合校舎

№12理学部Ａ館

№11工学部２号館

大幸団地

№８図書館西

№９経済学部

№７工学部西№２屋外運動場

№３共同教育

№４農学部

№５理学部

№１事務局北

屋 外

は、屋外拡声装置と接
続されている無線設備
です。

№６工学部東

東山団地他

ＭＣＡ制御局

※１ 山手団地及び陶生町団地は東山団地グループに含みます。

※２ No.14赤﨑研究館は、館内放送設備と連動しています。

ＭＣＡ(Multi-Channel Access)方式

複数の通信チャンネル（周波数）から、自動的に空きチャンネルを選択して接続する通信方式です。
一定数のチャンネルを複数の利用者が共用することで電波の有効利用と利便性を図っています。

Ⅰ．防災無線システム概要

名古屋大学防災無線システムは、800MHz帯ＭＣＡ方式による、学生・教職員の皆さんに東海地
震に関連する情報などの緊急防災情報を屋外スピーカー等により同時に伝達するシステムです。
また、無線局同士の通信もできるため、災害時には、名古屋市内主要団地の情報集・伝達体制
が構築でき、災害による被害を最小限にとどめることが期待できます。

(1)

(2) このシステムの通信形態は、用途・目的により、一斉通信／グループ通信／個別通信を選択で

き、効率のいい通信ができます。

(3) 各無線局は、AC100VまたはAC200Vにより作動していますが、停電時には内蔵バッテリーにより
作動するため、非常時も安心です。

(4) 名古屋大学防災無線局の種別・設置場所は、下表のとおりです。

２２局１４局８局計

１局１局陶生町団地

１局１局山手団地

１局１局大幸団地

２局２局鶴舞団地

１７局１４局３局東山団地

計半固定型無線局可搬型無線局区分

※半固定無線局には、屋外拡声装置（スピーカ）が併設されています。

(5) 名古屋大学防災無線システムの構成は、下図のとおりです。

№14赤﨑研究館

－ 1－
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(6) 名古屋大学防災無線システムの参考写真

可搬型無線局

半固定型無線局全景

防災無線屋外スピーカー 防災無線屋外スピーカー

半固定型無線機外観 半固定型無線機収納状況

－ 2－
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- 3 -

Ⅱ 防災無線局配備先

名古屋大学防災無線局配備先及び取扱者一覧表
（平成 年 月現在）19 9

区 分 局 名 称 種 類 配 備 先 取 扱 者 部局災害対策本部 屋外拡
・部局防災隊名称 声装置

の併設
№１ 事務局北 半固定型 (東山)本部２号館北 施設管理課が 事務局北 有

指定した者
№２ 屋外運動場 半固定型 (東山)総合保健体育 総合保健体育 保体センター 有

科学センターグラン 科学センター 災害対策本部
ド が指定した者

№３ 共同教育 半固定型 (東山)共同教育研究 研究所が指定 研究所災害対策本部 有
施設１号館屋上 した者

№４ 農学部 半固定型 (東山)農学部温室西 農学部が指定 農学部災害対策本部 有
した者

№５ 理学部 半固定型 (東山)環境総合館西 理学部が指定 理学部災害対策本部 有
した者

№６ 工学部東 半固定型 (東山)工学部７号館 工学部が指定 工学部７号館防災隊 有
Ａ棟東 した者

№７ 工学部西 半固定型 (東山)工学部１号館 工学部が指定 工学部１号館防災隊 有
西 した者

№８ 図書館西 半固定型 (東山)情報文化学部 情報文化学部 情報文化学部 有
北 が指定した者 災害対策本部

№９ 経済学部 半固定型 (東山)経済学部北 経済学部が指 経済学部 有
定した者 災害対策本部

№ 工学部 半固定型 (東山)工学部８号館 工学部が指定 工学部８号館防災隊 有10
８号館 北棟１階廊下 した者

№ 工学部 半固定型 (東山)工学部２号館 工学部が指定 工学部２号館防災隊 有11
２号館 ３階事務室 した者

№ 理学部Ａ館 半固定型 (東山)理学部Ａ館 理学部警務員 理学部Ａ館守衛所 有12
１階警務員室

№ 総合校舎 半固定型 (東山)総合校舎 情報文化学部 情報文化学部守衛所 有13
１階警務員室 警務員

№ 赤﨑研究館 半固定型 (東山)赤﨑記念研究 社会連携課が 赤﨑記念研究館 有14
館２階産学連携推進 指定した者 防災隊

（ ）室 館内
№ 東山指令局 可搬型 (東山)災害対策統括 施設企画課が 災害対策統括本部 無15

本部 指定した者メッセージ機能有

№ 災害対策室 可搬型 (東山)環境総合館 災害対策室が 災害対策室 無16
４階災害対策室 指定した者メッセージ機能有

№ 東山守衛所 可搬型 (東山)総合案内所 本部守衛室 東山総合案内所 無17
守衛メッセージ機能有

№ 国際嚶鳴館 可搬型 (山手)国際嚶鳴館 学生総合支援 国際嚶鳴館防災隊 無18
１階事務室 課が指定した

者
№ 留学生会館 可搬型 (陶生町)留学生会館 国際課が指定 留学生会館防災隊 無19

１階事務室 した者
№ 鶴舞指令局 可搬型 (鶴舞)病棟防災 病棟防災セン 鶴舞地区 無20

センター ター守衛 災害対策本部
№ 鶴舞 可搬型 (鶴舞)エネルギーセ 医学部調達課 鶴舞エネルギーセン 無21

エネセン ンター２階中央監視 が指定した者 ター
室

№ 大幸指令局 可搬型 (大幸)保健学科本館 医学部経営企 大幸地区 無22
１階事務室 画課が指定し 災害対策本部

た者

※１ 各無線局の取扱いは、原則として上表に定められた取扱者が行うものとするが、非常また
は訓練の際は、この限りではない。

、 。※２ 上表№１～№ の各無線局収容箱の鍵は 上表に定められた取扱者が管理するものとする13
他の取扱者がこれらの無線局を取扱う際は、上表に定められた取扱者から鍵を借用する。

※３ 上表№ の無線局に関しては、館内放送設備と連動している。14
、 。※４ 部局災害対策本部・部局防災隊名称は 平成 年度防災訓練で用いた名称を記載している18
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１．半固定型無線機の概要

２．可搬型無線機の概要

全学一斉放送や、他の無線局と通信
するときに使います

スピーカーから拡声放送するときに使います

無線機を取り出し、携帯して移動し
ながら使うことができます

スピーカーから拡声しない場合には

拡声放送スイッチをOFFにしてください

ＡＣ、ＤＣ電源を使用する場合は

電源スイッチをOFFにした状態で接続し

その後、電源をONにして下さい

音源起動スイッチ

一斉放送の際、チャイム
を鳴らすときに使います

〔東山指令局〕

〔災害対策室〕

〔東山守衛所〕

〔右記以外の可搬局〕

メッセージ切替

スイッチ

一斉放送の際、
メッセージを選択
します

Ⅲ 防災無線機操作方法

－ 5 －

拡声放送
スイッチ
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３．半固定型無線機（赤﨑記念研究館）の概要

赤﨑記念研究館は館内放送設備と連動しています。５ページに記載の「１．半固定型無線
機」とは、拡声放送スイッチの位置が異なります。

災害対策統括本部との個別通話等の際に、館内放送スピーカから拡声する必要がない場合
には、下図の拡声放送スイッチをＯＦＦにして使用してください。

①アンテ
ナコネクタ

③充電コネ
クタ

②スピーカ

プラグ

④拡声放送
スイッチ

⑤電源

スイッチ

(１) 各部の名称

注記）
無線機の音声出力は、スピーカプ
ラグを通して、別途館内放送設備
（アンプ）に接続されています。

(２) 拡声放送スイッチ「ＯＦＦ」の手順

－ 6 －

館内放送が起動しないように
拡声放送スイッチをＯＦＦ
（下側）にします。
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（１） 無線機マイクのスイッチ部

電源は常にＯＮにしておきます。

※電源の入れ方
無線機本体かマイクの
電源スイッチを１秒以上押します。

※電源の切り方
無線機本体かマイクの
電源スイッチを１秒以上押します。

スクロールボタン

（２） 無線機マイクの表示部

名大全域
名大全域

４．無線機マイク（半固定型・可搬型共通）の操作

－ 7 －

マイク

スピーカ
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（３）無線機マイクの操作方法 （無線通信の仕方）

次の内容を確認してから無線通信してください。

◆電波の強い場所ですか？

無線機マイクの表示部で電波の強さを確認してください。アンテナマーク２本以上が目安です。

◆通信／接続先相手名称は正しいですか？

通話したい相手局を設定してから発信してください。

① 局番号帳ボタンを押す。

② スクロールボタンで相手局を選ぶ。

〈個別通信の手順〉

②

①

③④

－ 8 －

③プレストークスイッチを押す。

発信します。

接続が成功すると、ハイパースピーカーマイクの
回線表示ランプが緑色に点灯し、「ピピーッ」と
鳴ります。

接続に失敗すると「プップップッ」と鳴ります。
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※操作がわからなくなった場合は、 戻るボタンを押すと１つ前の画面に戻ります。

相手から音声を受けるときは、プレストークスイッチを離す。

ハイパースピーカーマイクの回線表示ランプが赤色に点灯し、相手局の名称が表示され、音声が聞
こえます。

※マイクにはじめから表示されている相手局に放送する場合は①・②の操作は不要です。

④接続が成功したら、プレストークスイッチを押しながら話す。

ハイパースピーカーマイクの状態表示ランプが緑色に点灯し、「ピッ」と通話指示音が鳴ってから
話してください。

通話できない場合は、 「プップップッ」と鳴ります。

－ 9 －
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- 10 -

（４）音源付可搬型無線機の「一斉放送」操作方法

対象無線機 ： 【東山指令局】 【災害対策室】 【東山守衛所】

音源付可搬型無線機

メッセージ切替スイッチ一覧表
１． チャイム音 ４． 震度５強 ７． 予知情報
２． 訓練 ５． 震度５弱 ８． 警戒宣言
３． 震度６弱 ６． 注意情報 ９． 地震速報

注記）

１７ページ 「地震発生時及び防※１ メッセージ切替スイッチの各メッセージ内容に関しては、 の
してください。災訓練時の一斉放送内容表」を参照

以外の無線局 チャイム音・メッセージは※２ 〔東山指令局 〔災害対策室 〔東山守衛所〕 では、〕 〕
。放送できません

※３ や、 は、マイクチャイム音・メッセージを停止したいとき 途中で音声通話に変更したいとき
の を押してください。プレストークスイッチ

※４ は を押すと１つ前の画面に戻ります。操作がわからなくなった場合 、 戻るボタン

※５ は以下の操作手順書に示すマイクにはじめから表示されている「相手局」に放送する場合
は です。「 放送する相手局選択操作」(1) 不要

音源起動

スイッチ メ ッ セ ー ジ 切 替

ス イ ッ チ  
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「一斉放送」操作手順書

例 「東山指令局」を災害対策統括本部に設置し、全無線局「名大全域」へ「一斉放送」を行う場合）

送信無線局 災害対策統括本部 【受信無線局】 部局災害対策本部・防災隊【 】
·

災害対策統括本部 全ての【 】 【 】東山指令局 全無線局
部局災害対策本部・防災隊

手順 操 作 内 容

（ワンタッチ発信相手局の設定）(1) 放送する相手局の選択操作

（マイクにはじめから表示されている相手局に放送する場合はこの の操作は(1)
不要です。 (2)の操作から行ってください ）。

例では、初期設定で に登録されている無線局を からワンタッチ発信相手局 「東山指令局」
全無線局に一斉放送を行う に切り替える操作を行っています。「名大全域」

を押す。① 局番号帳ボタン

② 以下の局番号帳が表示されます。
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手順 操 作 内 容

で放送したい を選びます。(1) ③ 相手局スクロールボタン

を押す （放送したい を します ）④ 相手局 確定選択ボタン 。 。

（例では、全無線局に一斉放送を行うため を しています ）、 。「名大全域」 選択

を に押し を選びます。⑤ スクロールボタン 下方向 、「待受け選択」
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手順 操 作 内 容

を押す。(1) ⑥ 選択ボタン

（ 「プププ」と鳴り、待受け画面に戻ります。
ワンタッチ発信相手局が設定されます。 ）

「プププ」と鳴り 「待受け設定をしました」と表示されます。⑦ 、

⑧ 「ワンタッチ発信相手局」が設定されます。

「名大全域」（例では、全無線局に一斉放送を行うための「ワンタッチ発信相手局」を
に設定する作業が完了しました ）。

注記）
電波状況が悪く制御局に接続出来なかった時には、自動的に無線機から再発信操作を
行います。この一斉放送機能付無線機では、制御回路の構造上、無線機マイクに表示さ
れている相手無線局に自動的に再発信しますので、一斉放送機能付無線機の操作に関し
ては、この「ワンタッチ発信相手局」の設定操作を最初に行う必要があります。
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手順 操 作 内 容

「チャイム音」一斉放送操作(2)

① に合わせます。メッセージ切替スイッチ を１番「チャイム音」

を２秒以上押し続けます。② 音源起動スイッチ
ボタンのランプが点灯したら指を離してください。
（約２０秒間チャイムが鳴動します ）。

は と が にな「チャイム音」が鳴動している間 点灯状態、「通話ランプ」 「送信ランプ」
ります。

し と が になったことを③ 「通話ランプ」 「送信ランプ」「チャイム音」が停止 消灯状態、
します。確認

、 。「 」 「 」通話ランプ 送信ランプ (3)の操作と が になってから 以下の を行います消灯状態
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手順 操 作 内 容

「メッセージ」一斉放送操作(3)

を に合わせます。① メッセージ切替スイッチ 放送したいメッセージ番号
（例では、訓練放送を行うため、 に合わせています ）２番「 訓 練 」 。

を２秒以上押し続けます。② 音源起動スイッチ
ボタンのランプが点灯したら指を離してください。

（ 以下の「２．訓練」の放送文「日本語」と「英語」が自動的に流れます。 ）

これは、訓練です。これは、訓練です。「
こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。
ただいまの地震により名古屋市内で震度６弱の揺れが観測されました。
すべての教育研究活動を停止し、身の安全を図ってください。
各部局は 「部局災害対策本部」及び「部局防災隊」を設置し 「地震防災ガイド」及び、 、

」「マニュアル」に従って行動してください。

This is a training. This is a training.「
This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.
An earthquake with a seismic intensity of lower 6 has been reported in Nagoya.
Please discontinue your activities and perform emergency procedures.
Please call the disaster management staff at your department and act in accordance with the

」Manual for Earthquake Disaster Management.

、 。上記の は と が になります「 」放送 が流れている間 点灯状態「 」 「 」通話ランプ 送信ランプ

が停止し と が になったことを し③ 「通話ランプ」 「送信ランプ」「放送」 消灯状態 確認、
ます。

「通話ランプ」と「送信ランプ」が になってから、(4) 消灯状態
。２回目の放送を行うため、再度 (3)－① から (3)－③ の操作を行います

（ ）上記(3)－②の ２ 訓練 放送文 日本語 と 英語 がもう一度自動的に流れます「 ． 」 「 」 「 」 。

89



- 16 -

「ワンタッチ発信解除」操作手順書

手順 操 作 内 容

「ワンタッチ発信相手局」の解除は、以下の操作を行います。
例では 「名大全域」から初期設定の「東山指令局」に戻します。、

待受画面で を 。(1) ① １秒以上押します、 戻るボタン

② 「プププ」と鳴り、設定を解除したことを知らせます。

下記のとおり、初期設定に戻ります。③
（例ではこの無線機の初期設定の「東山指令局」に戻りました ）。
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スイッチ
番号

スイッチ表示 言　語 可搬型無線機に組み込まれた「音」及び「メッセージ内容」

1 チャイム音 音 チャイム音（約20秒）

日
本
語

これは訓練です。これは訓練です。
こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。ただいまの地震により、名古屋市内で震度６弱の揺れが観測さ
れました。すべての教育研究活動を停止し、身の安全を図ってください。各部局は、部局災害対策本部及び部
局防災隊を設置し、地震防災ガイド及びマニュアルに従って行動してください。

英
　
語

This is a training. This is a training.
This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.  An earthquake with a
seismic intensity of  lower 6 has been reported in Nagoya.  Please discontinue your activities and
perform emergency procedures.  Please call the disaster management staff at your department and
act in accordance with the Manual for Earthquake Disaster Management.

日
本
語

 こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。ただいまの地震により、名古屋市内で震度６弱の揺れが観測さ
れました。すべての教育研究活動を停止し、身の安全を図ってください。各部局は、部局災害対策本部及び部
局防災隊を設置し、地震防災ガイド及びマニュアルに従って行動してください。

英
　
語

This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.  An earthquake with a
seismic intensity of  lower 6 has been reported in Nagoya.  Please discontinue your activities and
perform emergency procedures.  Please call the disaster management staff at your department and
act in accordance with the Manual for Earthquake Disaster Management.

日
本
語

 こちらは、名古屋大学災害対策室です。ただいまの地震により、名古屋市内で震度５強の揺れが観測されまし
た。教育研究活動を一時中断し、各部局において被害状況の確認を行ってください。

英
　
語

This is the Disaster Management Office at Nagoya University. An earthquake with a seismic
intensity of upper 5 has been reported in Nagoya. Please discontinue your activities temporarily
and verify any casualties.

日
本
語

 こちらは、名古屋大学災害対策室です。ただいまの地震により、名古屋市内で震度５弱の揺れが観測されまし
た。教育研究活動を一時中断し、各部局において被害状況の確認を行ってください。

英
　
語

This is the Disaster Management Office at Nagoya University. An earthquake with a seismic
intensity of lower 5 has been reported in Nagoya. Please discontinue your activities temporarily
and verify any casualties.

日
本
語

 こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。ただいま「東海地震注意情報」が発表されました。すべての教
育研究活動を停止し、地震防災ガイド及びマニュアルに従って行動してください。各部局は、部局災害対策本部
及び部局防災隊を設置してください。災害対応要員以外の教職員および学生は、安全に留意して帰宅してくださ
い。

英
　
語

This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.  “Tokai Earthquake
Advisory Information” has been announced.  Please discontinue your activities and act in
accordance with the Manual for Earthquake Disaster Management.  Please call the disaster
management staff at your department. All other staff and students should return home with

i
日
本
語

 こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。ただいま　「東海地震予知情報」が発表されました。すべての教
育研究活動を停止し、地震防災ガイド及びマニュアルに従って行動してください。各部局は、部局災害対策本部
及び部局防災隊を設置してください。災害対応要員以外の教職員及び学生は、安全に留意して帰宅してくださ
い。帰宅困難な人は各部局事務室へ申し出てください。

英
　
語

This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.  “Tokai Earthquake
Prediction Information” has been announced.  Please discontinue your activities and act in
accordance with the Manual for Earthquake Disaster Management.  Staff, except for disaster
management staff, and students should return home with caution.  If you have difficulties returning
home, please report to the office.

日
本
語

  こちらは、名古屋大学災害対策統括本部です。ただいま　「東海地震警戒宣言」が発令されました。すべての
教育研究活動を停止し、地震防災ガイド及びマニュアルに従って行動してください。各部局は、部局災害対策本
部及び部局防災隊を設置してください。災害対応要員以外の教職員及び学生は、安全に留意して帰宅してくだ
さい。帰宅困難な人は各部局事務室へ申し出てください。

英
　
語

This is the Headquarters for Disaster Prevention at Nagoya University.  “Tokai Earthquake
Warning” has been announced.  Please discontinue your activities and act in accordance with the
Manual for Earthquake Disaster Management.  Staff, except for disaster management staff, and
students should return home with caution.  If you have difficulties returning home, please report to
h ffi

日
本
語

こちらは、名古屋大学災害対策室です。ただいま、地震による強い揺れがありました。すべての活動を中止し、
身の安全を図ってください。詳細な情報が入り次第、改めて対応策についてお知らせします。

英
　
語

This is the Disaster Management Office at Nagoya University.  We have experienced  a strong
earthquake.  Please discontinue all activities  and verify any casualties.  We will make a further
announcement shortly.
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6 注意情報

7

2

3

訓　　　練

4 震度５強

震度６弱

（５）　地震発生時及び防災訓練時の「一斉放送」内容表　

9 地震速報

予知情報

8 警戒宣言

5 震度５弱
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５．拡声マイクの操作方法（拡声放送の仕方）

①拡声放送スイッチがONになっていることを確認する。

（拡声放送ランプが赤色に点灯していることを確認する）

②拡声マイクを持つ。

◆無線局周辺の学生・教職員の皆さんに緊急情報を伝達するときに使います。

◆拡声放送は次の無線局で行うことができます。

〔事務局北 〕 〔屋外運動場〕 〔共同教育 〕〔農 学 部〕〔理 学 部〕

〔工学部東 〕 〔工学部西 〕 〔図書館西 〕〔経済学部 〕

〔工学部８号館〕〔工学部２号館〕〔理学部Ａ館〕〔総合校舎 〕〔赤﨑記念研究館〕

③プレストークスイッチを押しながら話す。

（スイッチを押して、一呼吸おいてから話し始める）

〈拡声放送〉

拡声放送スイッチのON
を確認してください

②

①

③
プレストークスイッチ

ｽｹﾙﾁ 話中

※スケルチボタン、話中ランプは使いません

・

注記 赤﨑記念研究館は館内放送設備と連動しており、上記と操作方法が異なりますので、

別途館内放送設備のマニュアルを参照してください。

－ 18 －

放送中
ランプ

拡声放送
ランプ

拡声放送
スイッチ
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（平成 年度防災訓練より）Ⅳ 防災無線通信例文 18

① 防災無線の運用は、※ によるものとし、このマニュアル『名古屋大学防災無線運用要項』
の例文に記載のない通信の場合も、簡単明瞭に行ってください。

② 防災訓練の際に使用した通信例文を以下に示します。
実際の操作の際には 報告無線局 の欄を各自が操作する無線局に置き換えて無線交信願、【 】

います。
３ページの各防災無線局に対応する「部局災害対策本部」及び「部局防災隊」の名称は、

を参照してください。『名古屋大学防災無線局配備先及び取扱者一覧表』

③ 一斉放送の操作は、 及１０ページの『 (４)音源付可搬型無線機の「一斉放送」操作方法』
び を参照してくださ１７ページの『 ５）地震発生時及び防災訓練時の「一斉放送」内容表』（
い。
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１． 「部局災害対策本部 ・ 部局防災隊」設置完了の報告」「

防災無線設備 の場合（１） 部局災害対策本部・部局防災隊設置完了の報告 半固定型

【報告無線局】 部局災害対策本部・防災隊 【受信無線局】 災害対策統括本部

災害対策統括本部【全部局 【 】】 東山指令局全ての ·
部局災害対策本部・防災隊

半固定型無線局の取扱者は、無線局収容箱の鍵を持って行動してください。

通信例文 1-(1)

№ 個別通信例文
【 【 】呼出側 応答側工学部８号館】 東山指令局

拡声放送スイッチをＯＦＦにする。①

② 【例：工学部８号館防災隊】 【災害対策統括本部】
（通信モード：東山指令局）
「 、 、災害対策統括本部 災害対策統括本部
こちらは 、こちらは工学部８号館防災隊

です。工学部８号館防災隊
（災害対策本部）の工学部８号館防災隊

設置を完了しました。どうぞ 」。

（通信モード：理学部Ｃ館）③
工学「こちらは災害対策統括本部です。

（災害対策本部）設置の部８号館防災隊
報告を確認しました。どうぞ」

（通信モード：東山指令局）④
「了解しました 」。

拡声放送スイッチをＯＮに戻す。⑤

※ 上記の を各自が所属する「部局災害対策本部・防災隊」に置き換えて報告してくだ
さい。

注記）同時刻に各無線局から東山指令局へ発信操作を行いますのでつながりにくい場合があり
ます。先の通話が終わり次第、順次接続しますので、つながらなかった場合は、再度、発
信操作をお願いします。

個別通信が終了したら、 してください。無線局収容箱の鍵を施錠
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防災無線設備 の場合（２） 部局災害対策本部・部局防災隊設置完了の報告 可搬型

【報告無線局】 部局災害対策本部・防災隊 【受信無線局】 災害対策統括本部

災害対策統括本部【 【 】国際嚶鳴館】 東山指令局国際嚶鳴館防災隊 ·
留学生会館防災隊【留学生会館】
鶴舞地区災害対策本部【鶴舞指令局】
大幸地区災害対策本部【大幸指令局】

通信例文 1-(2)

№ 個別通信例文
【 】呼出側 応答側【大幸指令局】 東山指令局

① 【例：大幸地区災害対策本部】 【災害対策統括本部】
（通信モード：東山指令局）
「 、 、災害対策統括本部 災害対策統括本部
こちらは 、こちら大幸地区災害対策本部
は です。大幸地区災害対策本部

及び防災隊の設置大幸地区災害対策本部
を完了しました。どうぞ 」。

（通信モード：大幸指令局）②
大幸「こちらは災害対策統括本部です。

設置の報告を確認しま地区災害対策本部
した。どうぞ」

（通信モード：東山指令局）③
「了解しました 」。

※ 上記の を各自が所属する「部局災害対策本部・防災隊」に置き換えて報告してくだ
さい。

注記）同時刻に各無線局から東山指令局へ発信操作を行いますのでつながりにくい場合があり
ます。先の通話が終わり次第、順次接続しますので、つながらなかった場合は、再度、発
信操作をお願いします。
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２． 安否確認・被害状況の報告

防災無線設備 の場合（１） 安否確認・被害状況の報告 半固定型

【報告無線局】 部局災害対策本部・防災隊 【受信無線局】 災害対策統括本部

災害対策統括本部【全部局 【 】】 東山指令局全ての ·
部局災害対策本部・防災隊

半固定型無線局の取扱者は、無線局収容箱の鍵を持って行動してください。

通信例文 2-(1)

№ 個別通信例文
【 】呼出側 応答側【農学部】 東山指令局

拡声放送スイッチをＯＦＦにする。①

② 【例：農学部災害対策本部】 【災害対策統括本部】
（通信モード：東山指令局）
「 、 、災害対策統括本部 災害対策統括本部
こちらは 、農学部災害対策本部
こちらは 、農学部災害対策本部
被害状況を報告します。負傷者なし、
施設の被害はありません。どうぞ 」。

（通信モード：農学部）③
農学「こちらは災害対策統括本部です。

の報告を確認しました。部災害対策本部
どうぞ 」。

（通信モード：東山指令局）④
「了解しました 」。

拡声放送スイッチをＯＮに戻す。⑤

※ 上記の を各自が所属する「部局災害対策本部・防災隊」に置き換えて報告してくだ
さい。

注記）同時刻に各無線局から東山指令局へ発信操作を行いますのでつながりにくい場合があり
ます。先の通話が終わり次第、順次接続しますので、つながらなかった場合は、再度、発
信操作をお願いします。

個別通信が終了したら、無線局収容箱の鍵を施錠してください。
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防災無線設備 の場合（２） 安否確認・被害状況の報告 可搬型

【報告無線局】 部局災害対策本部・防災隊 【受信無線局】 災害対策統括本部

災害対策統括本部【 【 】国際嚶鳴館】 東山指令局国際嚶鳴館防災隊 ·
留学生会館防災隊【留学生会館】
鶴舞地区災害対策本部【鶴舞指令局】
大幸地区災害対策本部【大幸指令局】

通信例文 2-(2)

№ 個別通信例文
【 【 】呼出側 応答側国際嚶鳴館】 東山指令局

① 【例： 】 【災害対策統括本部】国際嚶鳴館防災隊
（通信モード：東山指令局）
「 、 、災害対策統括本部 災害対策統括本部
こちらは 、国際嚶鳴館防災隊
こちらは 、国際嚶鳴館防災隊
被害状況を報告します。負傷者なし、
施設の被害はありません。どうぞ 」。

（通信モード：国際嚶鳴館）②
国際「こちらは災害対策統括本部です。

の報告を確認しました。ど嚶鳴館防災隊
うぞ 」。

（通信モード：東山指令局）③
「了解しました 」。

※ 上記の を各自が所属する「部局災害対策本部・防災隊」に置き換えて報告してくだ
さい。

注記）同時刻に各無線局から東山指令局へ発信操作を行いますのでつながりにくい場合があり
ます。先の通話が終わり次第、順次接続しますので、つながらなかった場合は、再度、発
信操作をお願いします。
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． 防災無線による全学防災訓練「終了」の一斉放送3
(肉声で放送を行う場合)

【東山指令局】 【災害対策室】 【東山守衛所】対象無線機 ：

地震防災訓練「終了」の一斉放送

例 「東山指令局」を災害対策統括本部に設置し、全無線局「名大全域」へ「一斉放送」を行う場合）

送信無線局 災害対策統括本部 【受信無線局】 部局災害対策本部・防災隊【 】
·

災害対策統括本部 全ての【 】 【 】東山指令局 全無線局
部局災害対策本部・防災隊

通信例文 3

手順 操 作 内 容

（ワンタッチ発信相手局の設定）(1) 放送する相手局の選択操作

（マイクにはじめから表示されている相手局に放送する場合はこの の操作は(1)
不要です。 (2)の操作から行ってください ）。

例では、初期設定で に登録されている無線局を からワンタッチ発信相手局 「東山指令局」
全無線局に一斉放送を行う に切り替える操作を行っています。「名大全域」

を押す。① 局番号帳ボタン

② 以下の局番号帳が表示されます。
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手順 操 作 内 容

で放送したい を選びます。(1) ③ 相手局スクロールボタン

を押す （放送したい を します ）④ 相手局 確定選択ボタン 。 。

（例では、全無線局に一斉放送を行うため を しています ）、 。「名大全域」 選択

を に押し を選びます。⑤ スクロールボタン 下方向 、「待受け選択」
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手順 操 作 内 容

を押す。(1) ⑥ 選択ボタン

（ 「プププ」と鳴り、待受け画面に戻ります。
ワンタッチ発信相手局が設定されます。 ）

「プププ」と鳴り 「待受け設定をしました」と表示されます。⑦ 、

⑧ 「ワンタッチ発信相手局」が設定されます。

「名大全域」（例では、全無線局に一斉放送を行うための「ワンタッチ発信相手局」を
に設定する作業が完了しました ）。

注記）
電波状況が悪く制御局に接続出来なかった時には、自動的に無線機から再発信操作行
います。この一斉放送機能付無線機では、制御回路の構造上、無線機マイクに表示され
ている相手無線局に自動的に再発信しますので、一斉放送機能付無線機の操作に関して
は、この「ワンタッチ発信相手局」の設定操作を最初に行う必要があります。
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手順 操 作 内 容

「チャイム音」一斉放送操作(2)

① に合わせます。メッセージ切替スイッチ を１番「チャイム音」

を２秒以上押し続けます。② 音源起動スイッチ
ボタンのランプが点灯したら指を離してください。
（約２０秒間チャイムが鳴動します ）。

は と が にな「チャイム音」が鳴動している間 点灯状態、「通話ランプ」 「送信ランプ」
ります。

し と が になったことを③ 「通話ランプ」 「送信ランプ」「チャイム音」が停止 消灯状態、
します。確認

、 。「 」 「 」通話ランプ 送信ランプ (3)の操作と が になってから 以下の を行います消灯状態
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手順 操 作 内 容

「肉声」一斉放送操作(3)

の 押しながら、放送文を話しま「ハイパースピーカーマイク」 をプレストークスイッチ
す。

「 」（ 、 、例では 全無線局に一斉放送を行うため の２６ページ ワンタッチ発信相手局に設定
した が で を押します ）「名大全域」 画面に表示されている状態 プレストークスイッチ 。

（下記は 「防災訓練終了時の肉声一斉放送」の例文です ）、 。

ただいまを持ちまして、本日の全学防災訓練を終了いたします。「
」引き続き多くの部局で、部局防災訓練を行いますので参加してください。

ただいまを持ちまして、本日の全学防災訓練を終了いたします。「
」引き続き多くの部局で、部局防災訓練を行いますので参加してください。

注記）
「ワンタッチ発信相手局」の解除方法に関しては、１６ページを参照してください。
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Ⅴ 防災無線交信点検方法

（１）通信点検の実施方法
通信点検は、各無線局取扱者により、５月・１０月の、第２水曜日に実施する。

東山指令局→他の各無線局（２）通信点検例文
は、 行動してください。半固定型無線局の取扱者 無線局収容箱の鍵を持って

半固定型無線局の取扱者 無線局収容箱を開け拡声放送スイッチをＯＦＦにしてから以下のは、
交信を開始してください。

№ 通信点検例文
呼出側（東山指令局） 応答側（東山指令局を除く各無線局）

【東山指令局】 【東山指令局を除く各無線局】
（通信モード：名大全域）
「こちらは名古屋大学東山指令局です。
これより名古屋大学防災無線の通信点検を
行います。
本日は晴天なり、本日は晴天なり。
ただいまの結果を報告してください 」。

【半固定型無線局】
半固定型無線局の取扱者 無線局収容箱は、
を開け拡声放送スイッチをＯＦＦにしてく
ださい。

（通信モード：東山指令局）
「こちらは※○○局です。一斉放送の試験
電波を良好に受信しました。
また、拡声装置は良好に作動しました。ど
うぞ 」。

は、個別通信が終半固定型無線局の取扱者
、了したら、拡声放送スイッチをＯＮに戻し

してください。無線局収容箱の鍵を施錠

【可搬型無線局】
（通信モード：東山指令局）
「こちらは※○○局です。一斉放送の試験
電波を良好に受信しました。どうぞ 」。

（通信モード：事務局北他）
「こちらは名古屋大学東山指令局です。※
○○局の報告を確認しました 」。

※局名称は、３ページ「防災無線局一覧表」に記載の局名称とする。
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（３）通信点検チェックシート

平成 年 月 日 時００分～実施日時

局名称 点検時刻 取扱者職名 発信・ 受信
返信 無線機 拡声機

東山指令局 ：００ 施設企画課が指定した者 □
事務局北 ：０１ 施設管理課が指定した者 □ □ □
屋外運動場 ：０２ 総合保健体育科学センターが指定した者 □ □ □
共同教育 ：０３ 研究所が指定した者 □ □ □
農学部 ：０４ 農学部が指定した者 □ □ □
理学部 ：０５ 理学部が指定した者 □ □ □
工学部東 ：０６ 工学部が指定した者 □ □ □
工学部西 ：０７ 工学部が指定した者 □ □ □
図書館西 ：０８ 情報文化学部が指定した者 □ □ □
経済学部 ：０９ 経済学部が指定した者 □ □ □
工学部８号館 ：１０ 工学部が指定した者 □ □ □
工学部２号館 ：１１ 工学部が指定した者 □ □ □
理学部Ａ館 ：１２ 理学部警務員 □ □ □
総合校舎 ：１３ 情報文化学部警務員 □ □ □
赤﨑研究館 ：１４ 社会連携課が指定した者 □ □ □
災害対策室 ：１５ 災害対策室が指定した者 □ □
東山守衛所 ：１６ 本部守衛室守衛 □ □
国際嚶鳴館 ：１７ 学生総合支援課が指定した者 □ □
留学生会館 ：１８ 国際課が指定した者 □ □
鶴舞指令局 ：１９ 病棟防災センター守衛 □ □
鶴舞エネセン ：２０ 医学部調達課が指定した者 □ □
大幸指令局 ：２１ 医学部経営企画課が指定した者 □ □
※通信点検日時はその都度定める。

通信点検の結果は次のとおりです。
□ 良 □ 不良

（不良局名称、不良内容等できるだけ詳しくお書きください ）不良状況 。

東山指令局取扱者は、通信点検が終わりましたら、このチェックシートを施設管理部施設管理課
に提出してください。
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名古屋大学防災無線運用要項
平成17年6月22日
要項第2号

改正 平成19年5月16日規程第10号
（目的）

第１ この要項は，東海地震注意情報が発表（警戒宣言発令を含む ）されたとき，又は。
地震，風水害等により災害が発生したとき，名古屋大学（以下「本学」という ）にお。
ける緊急連絡，災害対策要員の招集，災害情報の提供等災害対策に係る防災無線の適正
な運用を図るため，必要な事項を定めることを目的とする。
（定義）

第２ この要項において，次に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところに
よる。
一 防災無線 本学で使用するＭＣＡ陸上移動無線による通信をいう。
二 無線局 防災無線の無線設備及びその操作を行う者の総体をいう。ただし，受信の
みを目的とするものを除く。

三 屋外拡声装置 防災無線の無線設備と接続され，任意の無線局から拡声放送ができ
る設備をいう。

（総括責任者）
第３ 防災無線の運用に関する業務を総括し，管理責任者を指揮するため，総括責任者を
置く。

２ 総括責任者は，環境安全を担当する理事をもって充てる。
（管理責任者）

第４ 総括責任者を補佐し，無線局の管理運用を行うため，管理責任者を置く。
２ 管理責任者は，施設管理部長をもって充てる。
（取扱責任者）

第５ 無線設備を操作する取扱者を指揮監督するため，取扱責任者を置く。
２ 取扱責任者は，施設管理部施設管理課長をもって充てる。
（取扱者）

第６ 取扱者は，取扱責任者の管理のもとに，無線設備の操作を行う。
（無線局の種類等）

第７ 無線局の種類，配置場所，取扱者等は，別に定める。
（通信の種類）

第８ 防災無線の通信に関し，次に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるとこ
ろによる。
一 非常通信 災害の発生等非常時に行う通信をいう。
二 訓練通信 訓練時に行う通信をいう。
（通信訓練）

第９ 総括責任者は，防災無線を円滑に運用するため，必要に応じて訓練通信を行うもの
とする。
（無線設備の保全）

第10 管理責任者は，本学におけるすべての無線局の無線設備について，年1回以上の定
期点検を実施し，機器の保全に努めるものとする。
（故障等の報告）

第11 取扱者は，無線設備に故障又は異常があったときは，その旨を取扱責任者に報告し
なければならない。

， ， ，２ 取扱責任者は 前項の報告を受けたときは 直ちに復旧に必要な措置をとるとともに
その旨を管理責任者に報告するものとする。
（アマチュア無線の活用）

第12 この要項に規定する防災無線のほか，補助的な通信手段として，必要に応じて，ア
マチュア無線を活用することができるものとし，その運用については，別に定める。
（事務の処理）

第13 防災無線の運用に関する事務は，関係部課の協力を得て，施設管理部施設管理課に
おいて処理する。
（雑則）

第14 この要項に定めるもののほか，防災無線の運用に関し必要な事項は，別に定める。

附 則
この要項は，平成17年6月22日から実施する。

附 則（平成19年5月16日規程第10号）
この要項は，平成19年5月16日から施行し，平成19年4月1日から適用する。
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アマチュア無線運用細則

平成 年 月 日制定17 6 22

名古屋大学防災無線運用要項第 に規定するアマチュア無線の運用について次の12
ように定める。

１．名古屋大学防災無線運用要項第１に規定する災害が発生したとき，ＭＣＡ陸上移

動無線による防災無線の補助的な通信手段として，アマチュア無線による非常通信

（電波法第 条 号）を行う場合は，次表に記した東山環境総合館に設置のアマ52 4
チュア無線局（ＪＩ２ＺＷＮ）にて運用するものとする。

無線局の種別 局 名 称 設 置 場 所 取 扱 者

(東山)環境総合館 名古屋大学教職員無線クラブアマチュア局 ＪＩ２ＺＷＮ

（電波法施行規則 の構成員で，アマチュア局の

第４条 号） 無線設備の操作を行うことが24

できる無線従事者の資格を有

する者。

２．前記１に定める非常通信を行う場合，名古屋大学教職員無線クラブの構成員はボ

ランティア精神にのっとり無報酬で協力するものとする。
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平成 19 年度 名古屋大学地震防災訓練のポイント 

 
2007 年 9 月 
災害対策室 

 
 
10 月 10 日(水)、本年度で５回目を迎える「平成 19 年度名古屋大学地震防災訓練」が行われ

る。東海・東南海連動地震における本学の被害は壊滅的なものではないが、１）いのちの危険

を避けるための迅速な安否確認および避難、２）100 人以上の負傷者に対する迅速で適切な応

急手当、３）講義・研究活動を速やかに復旧するための構成員・施設設備の被害状況の迅速な

把握、が求められる。 

昨年度までは、部局の災害対策本部立ち上げ・情報伝達訓練など「防災責任者の対応能力向

上」に主眼をおいて訓練が行われていたが、本年度からは名古屋大学の全構成員が非常時対応

行動を確認しながら訓練するという「全構成員の対応行動確認・対応能力向上」に主眼を移し

て訓練を行うこととなった。そこで、本年度防災訓練では以下に焦点をあてて実施する。 
 
 
１）情報伝達・安否確認、部局災害対策本部の立ちあげ、防災講演会、地震体験訓練 

効果的な初動体制確立・防災意識啓発に不可欠であり、本年度も引き続き行われる。 
 
２）全学救急救命訓練 

  昨年度から開始した。当面３ヶ年計画で行う。名古屋市消防局の協力の下、規模は昨年同

様(240 名)を予定している。各部局から積極的な参加を求める。 
 
３）発信型安否確認訓練 

  名古屋大学ポータルと連動した安否確認システムが整備されたことを受け、構成員に対し

て登録を促すメールを発信し、これに基づいた登録訓練を行う。 
 
４）各部局独自企画の防災訓練 

  昨年同様に全部局が原則実施する。特に、避難訓練について、多くの部局での実施を募る。

昨年度のアンケート調査によれば、小雨程度なら実施した方が良いとの意見もあった。小雨

程度なら実行可能な計画を推奨する。 
  また、各部局において地震時の対応ガイド（災害対策室作成のデフォルト等を参考）を作

成し、訓練によってガイドの効果を確認・検証する。 
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平成 19 年度 名古屋大学地震防災訓練について 

 

平成 19 年 4 月 

災害対策室 

 

東海地方では東海地震・東南海地震などの巨大地震による大規模な地震災害の発生が危惧さ

れており、当地にある名古屋大学においても地震防災対策の推進は全学的最重要課題のひとつ

である。そこで本学では、平成 15 年度から全学規模の地震防災訓練を開始し、これまでに 5

回の訓練を実施してきた。本年度も国際防災の日（10 月第 2 水曜日）にあたる 10 月 10 日（水）

に地震防災訓練を開催する予定である。 

名古屋で予想される地震の揺れと名古屋大学が被る被害については、名古屋市および愛知県

の被害想定資料に基づくと以下のように想定することができる。そこで、本年の防災訓練では

この想定に基づいて新たに救急救命訓練などを実施する。 

 

・ 名古屋大学で予想される揺れの強さ 

 

（名古屋市「あなたの街の地震防災マップ」より） 

東海地震が単独で発生した場合には震度５強程度の揺れ、東海・東南海連動地震の場合には震

度６弱程度の揺れが予想されている。震度５強、震度６弱の揺れというのは下記に示すような

揺れである。 
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・ 名古屋大学で予想される建物被害と室内被害 

震度６弱の揺れでコンクリート造の建物が受ける被害は次のようなものである。 

耐震性の高い建物： 壁、柱や梁に亀裂があらわれたり、壊れるものも出てくる。 

耐震性の低い建物： 梁や柱が壊れるものがかなり多くなる。 

室内状況： 固定していない重い家具の多くが移動、転倒する｡ 開かなくなるドアが多い｡ 

（気象庁震度階級関連解説表より） 

名古屋大学では建物の耐震性を下記のように公表している。 

 
（「学生のための地震防災ガイド 2007」より） 

 

・ 名古屋大学で予想される人的被害 

愛知県防災会議地震部会による「愛知県東海地震・東南海地震等被害予測調査報告書」（平

成 15 年 3 月）によれば、東海・東南海連動地震が発生した場合に名古屋市内で予想される被

害は次のようになっている。 

 

（春秋の昼１２時の発生を想定した場合） 

名古屋市人口 約２５０万人  死者 ２１０人  負傷者 １８０００人 

 

名古屋大学の所在地は名古屋市内における平均的な強さの揺れの場所に位置するので、上記の

予想被害を人口比率で単純に換算すると次のような被害状況となる。 

学内人口   約２万人    死者 １．７人  負傷者 １４４人 

 

※ただし、大学内には化学実験室をはじめとして危険物が多数置かれている部屋もある。そのため１箇所でも

大事故が発生した場合には、この予想の数字を大幅に上回る人的被害となる可能性がある。 
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なお、これまでに本学では５回の地震防災訓練を実施しており、各回のテーマは以下の通り

である。 

 

第１回(2003 年 11 月) 

東海地震予知情報を受けた情報伝達 

第２回(2004 年 9 月) 

防災無線の有効性の検証・本部統括本部の立ちあげ 

第３回(2004 年 11 月) 

情報伝達および安否確認結果の報告、一部部局の避難および防災講演会 

第４回(2005 年 10 月） 

情報伝達・安否確認、部局災害対策本部の立ちあげ、防災講演会、救急救命デモンスト

レーション、地震体験、部局独自企画の防災訓練（原則全部局）、避難訓練（一部部局） 

第５回(2006 年 10 月） 

情報伝達・安否確認、部局災害対策本部の立ちあげ、防災講演会、地震体験、全学救急

救命講習、部局独自企画の防災訓練（原則全部局）、避難訓練（一部部局）、安否確認シ

ステム訓練（一部部局） 
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時間経過に沿った個人・組織
の対応

「部屋の安否確保」「被害状況
確認」についての記述欄あり

★フルバージョン

パターン １

すべての部屋に対応しています。
時間経過に沿った対応の実際を理解するこ
とができます。

危険物があるような部屋（薬品、実験設備、
重量物などがある部屋）は最適です。
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地震時の対応ガイド（案）地震時の対応ガイド（案）

地震発生

各居場所につき１枚ずつ備えてください

避難場所は

状況報告は

部局で定められた伝達手段・伝達先を記入

災害時部局別避難場所を記入

揺れの間 身の安全の確保
あわてず落ちついて、身をかがめて頭を守ってく
ださい。むやみに動き回らないでください。

１分～2分 逃げ道の確保

怪我人の把握

部屋の安全確保

ドアを開けっぱなしにして、逃げ道を確保してくだ
さい。

怪我人の有無を確かめて、必要に応じて応急手
当（一時的な措置）をしてください。

ガスの元栓遮断、実験室は安全確保してください。
火災等は、指定場所へ電話してください。

被害状況確認
各部局で定められた範囲の被害状況を確認して
ください。（建物耐震性・被害状況によって、被害
状況は避難後に確認する場合もあります）

数分

この部屋における安全確保

確認すべき情報、担当する範囲

避難
定められた避難場所への避難誘導・避難を行っ
てください。

状況報告
部局で定められた様式に沿って、被害状況等の
報告を行い、今後の指示を受けて下さい。

数分～10分

対応の詳細については、各部局地震防災マニュアルに従ってください
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時間経過に沿った個人・組織
の対応

それぞれの行動についての具体
的な記述なし

「部屋の安否確保」「被害状況確
認」についての記述欄なし

パターン ２

教職員の居室、ゼミ室、学生室など、机・椅
子等の事務機器で構成されている部屋など
における簡易ガイドです。
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地震時の対応ガイド（案）地震時の対応ガイド（案） 各居場所につき１枚ずつ備えてください

避難場所

状況報告

部局で定められた伝達手段・伝達先を記入

災害時部局別避難場所を記入

揺れの間 １．身の安全の確保

１分～2分 ２．逃げ道の確保

３．怪我人の把握

４．部屋の安全確保

５．被害状況確認

数分

６．避難

７．状況報告

数分～10分

対応の詳細については、各部局地震防災マニュアルに従ってください
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パターン ３

時間経過に沿った個人の対
応（組織対応はなし）

それぞれの行動についての具体
的な記述なし

「部屋の安否確保」「被害状況確
認」についての記述欄なし

教室などにおける、個人的な対応に重きをお
いた簡易ガイドです。
組織対応としてのガイド等については、別途
作成ください。
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地震が来たら（案）地震が来たら（案）

揺れているあいだ

身の安全を確保しよう

対応の詳細については、各部局地震防災マニュアルに従ってください

１分～２分

逃げ道を確保しよう

怪我人の応急手当をしよう

数分

避難しよう

避難場所は
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携帯電話または PC による安否情報登録の流れ 

名古屋大学災害対策室 

 

(1)次の場所にアクセスする。 https://mynu.jp/k/ 

 

(2)トップページ 

「安否情報の入力」を選んでください。 

 

(3）ユーザー認証方法の選択 

「全学 ID」を選んでください。全学 ID を忘れた人はメー

ルアドレスでも登録できます。 

全学 ID やメールアドレスなしでも仮登録できます。 

 

(4）ユーザー認証情報の入力 

全学 ID とパスワードを入力してください。 

 

(5）ユーザーの確認 

名前と所属などが表示されます。確認を押してください。 

 

 

 

 

 

 

(6）安否情報の入力 

怪我の程度を選択してください。 

 

(7）連絡先情報の入力 

連絡先の電話番号や居場所を入力してください。 

大学に届けてあるものと同じ場合は入力不要です。 

 

(8）追加情報の入力 

友人の安否情報などを入力してください 

ここも入力しなくてもかまいません。 

 

（9）登録完了 
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２００７年１０月安否情報登録訓練時に実施した 

名古屋大学安否確認システム利用者アンケートの集計結果 

2007 年 12 月 4 日 

災害対策室 

 

期間：２００７年１０月１０日（水）から１６日（火）までの１週間 

期間中の登録者数： ４,２０５名 

アンケート回答者数： １,０４７名 

 

１．回答者の属性 

１） 身分 

もっとも多かったのが教員の２８７名である。次いで学部学生２５８名、事務職員１３５名、大学院生（マ

スター）１２４名の回答があった。 

回答者の身分

6

5

11

58

124

258

1

99

63

135

287

0 50 100 150 200 250 300 350

その他

学生（研究生）

学生（専門職学位課程）

学生（ドクター）

学生（マスター）

学生（学部学生）

非常勤講師

非常勤職員

技術職員

事務職員

教員

（人）
 

 

２） 性別 

男性が７０１名、女性が３４６名であった。 

回答者の性別

346

701

0 100 200 300 400 500 600 700 800

女性

男性

（人）
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３）年代 

名古屋大学構成員の多数を占める学生から多くの回答があったため、１０代、２０代からの回答数は

それぞれ６８名、４１８人であり、回答の半数近くをしめた。 

回答者の年代

1

12

132

182

234

418

68

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

（人）
 

 

 

２．アンケート結果 

１）今回の安否情報入力訓練をどのようにして知ったか。 

もっとも多かったのが「名古屋大学ポータルからのメール」（発信型訓練）の５２７名、次いで「事務から

の連絡」が３５４名、「指導教員による指示」が９５名であった。「その他」の中の代表的なものは、「学内に

掲示されたポスター」、「安全厚生委員」、「研究所の教員会議」などであった。 

今回の安否情報入力はどのようにして知りましたか？

34

95

354

527

12

14

11

0 100 200 300 400 500 600

その他

指導教員による指示

事務からの連絡

名古屋大学ポータル

からのメール

災害対策室の

ホームページ

名古屋大学の

ホームページ

名古屋大学ポータル

の掲示板

（人）
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２） 安否情報入力システムは使いやすかったですか? 

 「使いやすかった」「やや使いやすかった」「普通」という肯定的な評価が９０％に達している。 

安否情報入力システムは使いやすかったですか？

58%
22%

9%

7%
4%

使いやすかった(661)

普通(227)

やや使いやすかった(99)

やや使いにくかった(70)

使いにくかった(40)

 

３） 追加してほしい機能があれば選択してください(複数選択可)。 

 安否情報を登録すると自動的に関係者へメール配信する機能や、事前に指定した人が安否情報を登

録した場合にメールで配信する機能への要望が多数寄せられた。また、現在のところ、全学 ID を所持し

ている学内関係者のみ他の構成員の安否情報を検索ができるが、それ以外の学外者による検索機能

の付加も要望が高かった。これらの課題については、個人情報保護などの問題にも十分注意を払い、

技術的課題についても検討を重ねて今後の導入をめざす予定である。 

追加して欲しい機能があれば選択してください(複数選択可)

429

382

476

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

関係者へのメール

構成員へのメール

学外者への検索機能

（人）
 

 詳細な質問内容は、以下の通り。 

関係者へのメール：安否情報が入力され次第，事前に登録した関係者にメールで通知される機能 

構成員へのメール：事前に指定した構成員の安否情報が入力され次第，メールで通知される機能 

学外者への検索機能：名古屋大学関係者以外の人でも安否情報を検索できる機能 
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平成１９年度名古屋大学地震防災訓練の実施状況 
多くの部局で避難訓練が実施されるなど、これまでにない積極的な訓練が行われた。 

 

1.全学訓練 

災害対策室の飛田准教授による防災講演 

講義のリアルタイム伝送（大幸地区）  起震車による地震体験  

 

災害対策統括本部移動設置訓練 
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救急救命訓練（10 月 24 日実施分）  

 

2.部局別訓練（災害対策室で取材したもの） 

理学研究科・多元数理科学研究科（避難訓練） 

生命農学研究科（避難訓練） 
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教養教育院（避難訓練）  工学研究科（消火訓練）  

 

図書館（避難訓練） 

 

エコトピア科学研究所（エレベータ閉じ込め訓練） 

 

本資料の写真は災害対策室ホームページでも公開中しています。 

http://anshin.seis.nagoya-u.ac.jp/taisaku./ 
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平成 19 年度地震防災訓練アンケート集計結果について 
2007 年 12 月 4 日 

災害対策室 
2003 年度から名古屋大学地震防災訓練を実施しており、今年は 10 月 10 日水曜日に

実施した。訓練を振り返り、次年度以降の訓練内容を充実させるため、災害対策室では

Web 形式のアンケートを実施している。今年は約 2 週間の回答期間に、345 名から回

答をいただいた。 
 
1.部局別アンケート回答者数 
最も回答数が多かったのが工学部・工学研究科の 64 名で、次いで医学部・医学系研

究科 41 名、本部事務局の 30 名の順であった。今年は昨年のアンケート回答者数に対

して 60％程度と回答者が少ない。別に報告する名古屋大学ポータルによる安否確認シ

ステムについてのアンケートが 1000 人以上の回答を集めているため、そちらのみに回

答した人が多かったと考えられる。安否確認システムが急速に定着している現状を鑑み、

来年以降のアンケート実施方法を工夫する必要がある。 

部局別アンケート回答者数

0

10

20

30

40

50

60

70

本
部

高
等

研
究

院

教
養

教
育

院

文
学

部
・
文

学
研

究
科

教
育

学
部

・
教

育
発

達
科

学
研

究
科

法
学

部
・
法

学
研

究
科

経
済

学
部

・
経

済
学

研
究

科

情
報

文
化

学
部

理
学

部
・
理

学
研

究
科

医
学

部
・
医

学
系

研
究

科

医
学

部
附

属
病

院

工
学

部
・
工

学
研

究
科

農
学

部
・
生

命
農

学
研

究
科

国
際

開
発

研
究

科

情
報

科
学

研
究

科

多
元

数
理

科
学

研
究

科

国
際

言
語

文
化

研
究

科

環
境

学
研

究
科

人
間

情
報

学
研

究
科

附
属

図
書

館

環
境

医
学

研
究

所

太
陽

地
球

環
境

研
究

所

エ
コ

ト
ピ

ア
科

学
研

究
機

構

地
球

水
循

環
研

究
セ

ン
タ

ー

情
報

連
携

基
盤

セ
ン

タ
ー

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

総
合

セ
ン

タ
ー

総
合

保
健

体
育

科
学

セ
ン

タ
ー

そ
の

他

人
数

総数：345人

 

146



 
2.職名別アンケート回答者数 
教員の回答者数は教授が 34 名、准教授・講師が 40 名、助教が 39 名、助手が 1 名で

あった。事務職員は 98 名、技術系職員は 25 名、契約職員・パート等は 56 名に回答を

いただいた。また学生の回答者は、学部学生 7 名、大学院生 32 名であった。 

職名別アンケート回答者数

10%

12%

11%

0%

0%

2%

29%

7%

16%

2%

9%

0%

2%

教授
准教授・講師
助教
助手
附属学校教員
ＣＯＥ等非常勤研究員
事務職員
技術系職員
契約職員・パート等
学部生
大学院生
研究生などその他学生
その他

 
 
3.「震度６弱の地震が発生」という訓練情報の受信状況 

345 名の回答者中 81%にあたる 279 名の方が訓練情報を受けていた。情報を受けて

いない人は 66 名（19%）であった。 

「震度６弱の地震が発生」（訓練情報）の連絡を受けたか

情報を受けた, 
279, 81%

情報を受けない, 
66, 19%
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4.情報の受信経路 
今年は屋内スピーカーで情報を知った人が最も多く 91 名（32%）にのぼった。次い

で、屋外スピーカーで 74 名（26％）であった。屋内および屋外スピーカーを合計する

と昨年同様約 60％の人が情報一斉伝達装置によって情報を得ている。 

5.情報を受けた時刻 
屋外・屋内スピーカーによる一斉伝達で情報を受けた人が多く、訓練開始直後の10:40

～10:49 に情報を受けた人が 85％（237 名）にのぼった。次いで、10:50～10:59（23
名）が多く、訓練開始から 20 分以内に 93%の人に情報が届いた。昨年の訓練では 10
分以内 75％、20 分以内 91％であった。また、屋外スピーカーの整備が開始される前に

行われた 2004 度訓練では、訓練開始から 10 分以内に情報を受けることができた人は

18％にすぎず、20 分以内でも 67％であり、大幅に改善されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どのような経路で連絡を受けたか
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6.教授会事前説明について 
昨年に続き、今年も災害対策室の室長・室員が９月の各部局教授会において防災訓練

の趣旨と重点項目の説明を行った。それについての有効性をアンケートで聞いたところ、

教授会出席者のうち 88％（114 名）から「来年度も教授会などで説明すべき」という

評価が得られた。一方、教授会に出席していなかった人の 70％は「事前説明が有効か

どうかわからない」と回答しており、説明して欲しいという回答は 11％にとどまった。

しかしながら、「事前の説明や資料配布は不要」という声はほとんどなかった。 

教授会説明について（出席していた者）

13, 17%

51, 66%

4, 5%

8, 10%

1, 1%

1, 1% 有効だったので、教授会のみなら
ず学生や事務職員などにも説明
する機会を検討すべき

有効だったので、来年度も教授会
で説明すべき

内容がわかりにくかったので、内
容を改善の上、来年度も教授会で
説明すべき

時間がもったいないので、資料配
布、資料のホームページ公開で
十分

事前の説明や資料配布は不要

その他

 

教授会説明について（出席しなかった者）

189, 72%

33, 12%

28, 10%

4, 1%

13, 5%
教授会に出席していないのでわ
からない

教授会に出席していないが説明し
て欲しかった

時間がもったいないので、資料配
布、資料のホームページ公開で
十分

事前の説明や資料配布は不要

その他
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7.救命講習について 
昨年から開始し今年も継続して実施している救命講習について、「ぜひ参加したい」

と回答した人は 26％であった。また、55％の人が「割り当てられれば参加する」と回

答しており、一定の評価が得られている。 

救命講習について

89, 26%

188, 55%

50, 14%

18, 5%

ぜひ参加したい

割り当てられれば参加する

参加したくない

今年度参加した

 
8.安否確認システムについて 
名古屋大学ポータルを利用した安否確認システムは、2006 年の地震防災訓練から試

験運用が始まった。登録訓練は今回も含めて、これまでに 3 回実施している。今回の訓

練では 49％（168 名）の人が安否確認システムを知っており試験入力を行っていた。

昨年に較べ、試験入力した人が飛躍的に増えている。 

安否確認システムについて

168, 49%

78, 23%

91, 26%

8, 2%

知っており試験入力した

知っていたが、試験入力はしな
かった

知らなかった

名古屋大学ポータルを知らない

 

2007 年 
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安否確認システムについて

146, 25%

209, 35%

191, 33%

38, 7%

知っており試験入力した

知っていたが、試験入力はしな
かった

知らなかった

名古屋大学ポータルを知らない

 
 
 
9.地震防災訓練の意義について 

53％（186 名）の人から、「毎年訓練を繰り返すことで、災害発生時にすべきことを

確認する『きっかけ』になっているという回答があり、一定の評価が得られている。 

防災訓練について

186, 53%

95, 28%

64, 19%

「きっかけ」になっていると思う

「きっかけ」になっていると思わな
い

どちらともいえない

 
 

2006 年（昨年） 
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平成 19 年 2 月時点での「部局版・地震防災計画」の状況について 
～「部局版・地震防災計画」アンケート集計結果より（暫定版） 

災害対策室 
 
１．調査目的 
名古屋大学では、全学および各部局の地震防災計画を作成して、大学および地域防災力の向上

のための指針としている。全学の地震防災計画は毎年見直しを行っており、災害対策室も専門的

知見から助言等を行っている。 
 本調査は、平成 17 年度(平成 17 年 7 月)から開始された「地震防災計画の現状についてのアン

ケート」の平成 18 年度版調査である。各部局はアンケートに回答することによって、全学として

は各部局の計画・マニュアルの現状を把握することができる。また各部局においても、現時点で

のマニュアルの達成状況をチェックすることができ、地震防災計画の効果的な見直しが可能にな

るものである。 
 
２．アンケート回収期間、回収部局 
 平成 19 年 1 月 24 日付けで、環境安全防災委員会・災害対策室より各部局にアンケートを発送

し、2 月 14 日までに平成 17 年度と同じ 22 部局からアンケートを回収した。回収した部局は以下

の通りである。 
 1.教養教育院, 2.文学部・文学研究科, 3. 教育学部・教育発達科学研究科, 4. 教育学部附属学校, 
5. 法学部・法学研究科, 6. 経済学部・経済学研究科, 7. 情報文化学部・情報科学研究科, 8. 理学

部・理学研究科, 9. 医学部・医学系研究科, 10. 医学部保健学科（大幸地区）, 11. 工学部・工学

研究科, 12.農学部・生命農学研究科, 13. 総合保健体育科学センター, 14. 国際開発研究科, 15. 国
際言語文化研究科, 16. 環境学研究科, 17. 環境医学研究所, 18. 太陽地球環境研究所, 19. エコト

ピア科学研究所, 20. 附属図書館, 21.情報基盤連携センター22.アイソトープ総合センター（以上

22 部局、順不同）。 
 
３．部局計画の作成状況 

・１部局を除く全ての部局で、防災計画・マニュアルを整備(もしくは整備予定)している 

・「計画・マニュアルの引き継ぎ」が行われていない部局がある 

 「貴部局では、地震防災計画、地震防災マニュアル、地震防災ガイドといった『地震防災に関

する貴部局の指針や啓発などを紙面等でまとめたもの』を作成していますか。」という質問を行っ

たところ、86.4%にあたる 19 部局が「作成している」と回答した(図 1)。 
 内訳をみていくと、昨年度調査で「作成していない」と回答した２部局のうち、１部局は「作

成予定である」と回答し、もう１部局は「作成していない（作成予定等も未回答）」と回答してい

た。 
また１部局については、昨年度は「４つのマニュアルを作成している」と回答していたが、今

年度は「マニュアルを作成していない」と回答しており、担当者の交替等によって担当者間でマ

ニュアル等の引き継ぎが行われていないことが考えられる。 
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４．作成数と内容 
・質量の差はあるが、各部局とも地震防災計画・マニュアルを作成している 

「各部局において、どのようなものを何種類くらい作成しているのか」について尋ねた。作成

している種類については(図 2)、1 種類と回答した部局が 13 部局で全体の半数にあたり、以下、2
種類(3 部局)、作成せず(3 部局)、3 種類(2 部局)、4 種類(1 部局)の順であった。複数種類の作成物

を作った部局の内訳を見ていくと、「平日用／夜間用」などと場合分けした防災マニュアルを作成

している部局、「規程等をまとめた大冊子と簡易マニュアル」を作成している部局などがあった。 
作成物の内容をみていくと(表 1)、「地震防災マニュアル・計画等」が も多く、ほとんどの部

局で作成されていた。以下、非常時等の行動マニュアル、消防マニュアル・計画等、防災訓練実

施要領、防火管理規程、安全衛生管理手引きなどがあった。ただし「地震防災マニュアル・計画

等」の中には、その形状が「冊子」であったり、「ビラ」であったりしており、各部局とも「地震

防災マニュアルを作成した」という責務は果たしたものの、その内容には部局によって質量とも

に大きな違いがあることが考えられる。具体的な内容については後述する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 「地震防災に関する貴部局の指針や啓発などを紙面等でまとめたもの」の作成状況 

（左が平成１７年度、右が平成１８年度（本調査）） 

図２ 各部局における作成物 

表１ 各部局における作成物の内容 

作成している

作成していない

20部局(90.9%)

2部局(9.1%)

作成している

19部局(86.4%)

作成予定である

1部局(4.5%)

マニュアルが引き
継ぎされていない

1部局(4.5%)

作成していない

1部局(4.5%)

N=22 N=22

マニュアルの種類 数

地震防災マニュアル・計画等 19

非常時等の行動マニュアル 4

消防マニュアル・計画等 3

防災訓練実施要領 1

防火管理規程 1

安全衛生管理手引き 1

計 29

0

2

4

6

8

10

12

14

作成せず １種類 ２種類 ３種類 ４種類

部局数

１３．６%

５９．１%

１３．６%

９．１%
４．５%

N=22
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５．作成時期 

・平成 18 年(今年度)に作成・最終改訂したものが多い 

 「その作成物をいつ作ったか、改訂を行っているものはいつ 終改訂を行ったか」についてた

ずねた。その結果(図 3)、平成 18 年および平成 17 年の 2 か年度で、全体の半数以上が作成・

終改訂されていた。毎年実施されている全学地震防災訓練が充実されるに従い、作成物も適宜改

訂されていることが考えられ、全学地震防災訓練がきっかけとなって地震防災マニュアル等の作

成・改訂が促進されていることが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．対象者および公開媒体 

・ほぼ全てが教職員対象、学生対象は６割で教職員との兼用 

・Ｗｅｂなどを用いた他メディアによる情報公開が増加している 

 「作成物が誰を対象としているか」「対象者に対してどのような媒体で公開しているか」につい

てたずねた。作成物の対象者をみると(図 4)、作成物の多くは教職員を対象としていた。また学生

についても、半数程度の地震防災マニュアルは学生を対象としていた。今後は、学生用の地震防

災マニュアルなどの作成が望まれる。 
作成物の公開媒体については(図 5)、冊子で公開しているところが多かったが、昨年度と比較し

て地震防災計画・マニュアルを Web で後悔している部局が増加した。また複数の部局で、計画・

マニュアルを冊子・Web の両方で公開しており、今後この傾向は続いていくことが望まれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 作成物の作成時期 

図４ 作成物の対象者 図５ 作成物の公開媒体 
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７．地震防災計画・マニュアル等に記載されている項目数 

・平成 18 年度(今年度)改訂によって、記載項目数は増加傾向にある 

「貴部局の地震防災計画・マニュアル等に記載されている項目すべてについて、あてはまるも

のに○をつけてください。項目の分量や内容は問いません。」とたずね、部局の地震防災計画・マ

ニュアルに記載することが望ましい 12 分野 30 項目(その他除く)を示して回答してもらった。 
 部局ごとの地震防災計画・マニュアルに記載されている項目数(その他を入れて 高が 36 項目)
をみると(図 6)、22 部局は、0 項目(計画・マニュアルなし)～28 項目までに分布し、平均は 14.9
項目であった。前年度調査では 9 項目～13 項目が全部局の半数以上(12 部局)を占めていたが、今

年度調査では 14 項目以上が全部局の半数(11 部局)になっており、防災訓練等をきっかけにして、

平成 18 年度に防災計画・マニュアルを改訂して、項目等の記述を充実させていることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 計画・マニュアルに記載されている項目数 

（例：すべての項目が記述されているものを３６点として集計） 

部局数

該当する項目数（全３６項目）

0

1

2

3

4

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

平成17年度(N=22)

平成18年度(N=22)
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８．地震防災計画・マニュアル等に記載されている項目 
・毎年の防災訓練をきっかけにして記述を充実させている 

・今年は「安否確認」「救命講習」関連の記載が充実してきた 

・もともと充実したマニュアルを作成していた部局は、更に「避難・避難者収容」「食料・水の配

給」も取り上げている 

・「耐震化と什器固定」「備蓄計画と備蓄体制」「防災啓発活動」については今後の課題 

部局の地震防災計画・マニュアルに記載することが望ましい 12 分野 36 項目について、各部局

の計画・マニュアルにどの程度記載されているかをあらわしたものが図 7 である。なお、本図は

「部局の担当者の回答をもとに集計したもの」であり、昨年度の「実際に計画・マニュアルを見

ながら災害対策室で集計したもの」とは異なるため、通常はほとんどない「該当部局数が減少し

ている＝項目を記載しなくなった」現象が見られる点について了承されたい。 
 
 計画・マニュアルを作成している部局(19 部局)の約 8 割(15 部局)が「記載している」と回答し

た項目は、「組織体制(災害時組織体制 2・連絡手段 3)」および、事後対応における「活動体制確

立(対策拠点の開設 17・活動体制の確立 18)」「情報収集・連絡(地震情報の受信・連絡 19・被害状

況の収集・連絡 20)」「安否確認活動(安否確認体制の確立 22、安否確認把握活動 23)」「救助・救

急、消火活動(救助・救急活動 24、消火活動 25・負傷者救護・搬送活動 26)」「避難・避難者収容

活動(建物避難・早期帰宅 28)」の 12 項目であった。 
これらのうち、活動体制確立、情報収集・連絡、安否確認などは平成 15～17 年度(第 1 回～4

回)の名古屋大学全学防災訓練において行われた訓練内容とほぼ一致している。また、本年度にお

いて初めて 8 割を超えた項目は「対策拠点の開設、被害状況の収集・連絡、負傷者救護・搬送活

動」の 3 項目であり、本年度訓練より具体的な安否確認訓練や救命講習などが行われるようにな

って、記載をするようになったことが考えられ、全学地震防災訓練は地震防災計画やマニュアル

の策定・改良のきっかけとして有効であることがわかった。 
 
 また、記載する部局数が増加した項目として、「組織体制(平常時の組織体制 1)」、「避難・避難

者収容活動(帰宅困難者受入 29、避難所運営 30、災害弱者への配慮 31)」、「食料・飲料水等の調

達・供給(食料・飲料水調達 32 と供給 33)」、「構成員への情報伝達(学生等への情報伝達 34、教職

員への情報伝達 35)」があげられる。これらの項目は、より充実したマニュアルを作成している

部局において新たな項目追加の動きが見られる。これらの項目事項は、自然災害対策検討ＷＧな

どで本年度話題になったものも多く、今後、地震防災訓練などをとおして各部局で取り決めてい

く必要がある。 
 
 「耐震化と什器固定」「備蓄計画と備蓄体制」「防災啓発活動」の分野については、来るべき東

海・東南海地震に備えて、今後の大学の災害・防災体制強化や防災訓練によって、手綱をゆるめ

ずに活動を継続させていく必要がある。 
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９．教職員の分散居住が災害対応・地震防災計画策定にもたらす困難（自由記述） 
 教職員が分散居住することによって災害対応・地震防災計画策定に困難をきたすことについて、

各部局から意見を求めたところ、22 部局中、7部局により回答があった。以下に回答を掲載する。

なお下線は本報告執筆者が強調したい部分に引いたものである。 

 
・分散居住が、部局ごとの統一された安否確認を困難にし、建物ごとの安否確認が必要 

・共同教育研究施設は、毎年居住者が異なることもあり、隣りが誰だか知らないのが普通 

・高層建物や分散配置されている建物では、安否確認に時間がかかる 

 
・文学部における安否確認者が、特に学生において１割程度と少なかった理由は、当日の該当時

間帯において授業がほとんどなく、登校している学生が少なかったことによるものである。ま

た、文学部の場合は、組織としては分散居住であるが、安否確認は文学部棟（文系共同館及び

文系総合館含む）の居住者のみを対象とするため、上記については該当しない（環境総合館棟

及び情報文化学部棟居住者については、当該部局での安否確認）。(文学部・文学研究科) 
・講義室が分散配置されているので、安否確認に時間が掛かっております。実際の地震時には各

講義室にたどり着くことが出来ず、安否確認が出来ないように思います。（理学部・理学研究科） 
・アイソトープ総合センターでは、共同教育研究施設にＸ線実習施設を整備しており、災害対応・

地震防災計画策定に困難を来すものと思われます。（アイソトープ総合センター） 
・分散居住はしていないが，建物が８階建てのため，地震・損壊によりエレベーターが稼働しな

い場合は，安否確認に時間がかかる場合がある。（国際開発研究科） 
・環境学研究科の教員及び学生の殆どがいわゆる「元部局」に分散居住している状況から、災害

時の緊急連絡網の整備は可能（整備済み）であるが、地震防災計画及び地震防災マニュアルの

策定については、それぞれの部局における建物管理者が異なる等の事情から、大きな課題とな

っている。（環境学研究科） 
・共同教育研究施設地区は、いろいろな部署の先生方・事務員・学生が出入りしているので、毎

年居住者が異なるのが普通となっている。その様な中で、消防隊の設置や避難訓練で横の連絡

（すなわち部署の所属を超えた連絡）は非常にとりにくい。となりの研究室の居住者をまった

く知らないのが普通になっている。（エコトピア科学研究所） 
・総合保体センターは、分散しているため、安全確認が難しい。西地区、東地区、保健管理室、

教養地区保健室に分かれていることと、実際には救護活動にも参加必要があるので、今後どう

するか決めておく必要がある。（総合保健体育科学センター） 
 
１０．地震防災計画・マニュアル作成で困ったこと、「自発的なマニュアル作成支援のための事業」

への参加意図（自由記述） 
 地震防災計画・マニュアルを作成する上で困ったことについて、各部局から意見を求めたとこ

ろ、22 部局中、10 部局により回答があった。以下に回答を掲載する。なお下線は本報告執筆者が

強調したい部分に引いたものである。 

 
・地震防災計画及び地震防災マニュアルについては、現在見直し中である。提示された環境学研
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究科（案）、他部局の事例等も参考にしながら、より具体的な機動性のあるものにしたい。(文
学部・文学研究科) 

・平成 15 年度に作成（事務部で対応）してから見直しを行っていない。今後学生の安全確認を

も対象とし、教員を含めた研究科レベルでのＷＧ立上げ検討していく必要がある。その場合、

ご支援・ご指導を賜りたいと考えています。（経済学部・経済学研究科） 
・理学部防災マニュアルを作成してありますが、完全なものではないと思っております。しかし、

どのように改善していくか、手探り状態であり、なかなか前に進まない状況であります。（理学

部・理学研究科） 
・アイソトープ総合センターでは、地震防災計画、地震防災マニュアルなどを作成するに当たり、

具体的にどのようなものを作成するのかよく理解していないこともありましたが、今回添付さ

れた環境学研究科の地震防災マニュアル（案）を拝見して、ＲＩなどの安全管理を含めたマニ

ュアルを作成する必要性を感じました。（アイソトープ総合センター） 
・１）実際には就業中の注意情報発生時しかマニュアルが機能しないのではないか？という危惧、

２）マニュアルの周知法、３）地震発生時の想定がしづらくマニュアルも作成しにくい。（農学

部・生命農学研究科） 
・留学生数が学生の半分を占めているので，英語マニュアルが必要である。また，学内において

も，少なくとも安全に関するものは，英語標記が必要と考えます。（国際開発研究科） 
・先問と重なるが、環境学研究科の教員及び学生の殆どが「元部局」に分散居住しているため、

それぞれの部局における建物管理者が異なる等の事情により、一般的な地震防災マニュアルの

作成は可能であるが、避難訓練等を含めた詳細なものの策定は困難である。（環境学研究科） 
・平成 18 年 10 月 1 日付で名古屋大学の 3 研究所の事務部が統合し、平成 19 年度の早い段階で、

旧環境医学研究所事務部は研究所統合事務室へ移転することが決定している。これにより、こ

れまで同居していた教職員が分散居住し、災害発生時、各構成員はこれまでとは違った対応を

迫られることになる。教職員の分散居住は実際、どんな困難をきたすのかが不明であり、現在

分散居住している部局の抱える問題点を確認したい。（環境医学研究所） 
・部局を超えた建物ごとの防災計画を本部主導で進めてほしい。（エコトピア科学研究所） 
・センターとして作成しますので、一度見ていただいて指導をお願いします。救護班とセンター

の一般職員とは別に作成する必要があるかとか、いろいろ。（総合保健体育科学センター） 
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東海地域では近い将来に東海地震・東南海地震などによる大災害の発生が予測されて
います。名古屋大学で学ぶに当たって、地震から命を守り、災害に適切に対応するた
めに、すまいの選択や室内の安全確保、非常用品の準備などが必須です。また大学内
には実験機器・薬品や重量物など地震時に危険なものも多数あります。地震災害を人
ごとと考えず、ぜひ事前の備えをしていきましょう。 

建物の倒壊 
阪神・淡路大震災では10万棟以上の建物が全壊し、多
数の死者を出しました。古い家に住む高齢者や学生の
犠牲者が多かったのも重要な点です。1981年以前に着
工した建物は古い耐震基準のため、耐震性が劣る場合
があるので、耐震診断・耐震改修を行うことが必要です。 

家具の転倒 
建物の耐震性が十分でも、強い揺れにより室内の家具
が転倒し、下敷きとなって大けがや死亡することがあ
ります。特に上階では揺れが大きくなるため、タンス、
本棚、ピアノなどの重量物はきちんと固定する必要が
あります。 

火災 
地震時には多数の火災が同時に発生し、消火も難しく、
大火になる可能性があります。初期消火に努めると同
時に、通電出火を防ぐためにブレーカーを落とすこと
も重要です。 

津波 
海溝型地震では、海底の地殻変動により津波が発生し
ます。東海・東南海地震では、発生後数分で御前崎に、
20分以内に愛知県や三重県の太平洋沿岸に高さ数mの
津波が押し寄せます。海岸付近で揺れを感じたら、す
ぐに高い場所に避難する必要があります。 

東海地方で想定される大地震は？ 

どのような被害が起こる？ 

地震防災はなぜ必要か？ 地震防災はなぜ必要か？ 

東海地方で想定される大地震は？ 

どのような被害が起こる？ 

東海・東南海地震などの海溝型巨大地震 

駿河湾から四国沖につながるプレート境界では100～150年おきに繰り返し巨大

地震が発生しています。しかし駿河湾から遠州灘では150年以上も発生してい

ないため、いわゆる「東海地震」の発生が危惧されています。また1944年の東

南海地震から60年以上がたち、東海地震・東南海地震が同時に発生する可能性

もあります。この場合は右図のように静岡県・愛知県・三重県の広い範囲で震

度6以上となります。 

内陸活断層の地震 

東海地域には多くの活断層があることが知られています。活断層の地震は都市の足下で発生するので、狭い範囲で強い揺

れによる甚大な被害が出ます。1995年阪神・淡路大震災、2004年新潟県中越地震などが代表例で、東海地域でも1891年の

濃尾地震などがあります。また1944年東南海地震の1ヶ月後に発生した1945年三河地震のように、東海・東南海地震の前後

に内陸活断層の地震も活発になる可能性があります。 

学生のための 学生のための 
平成19年度版 名古屋大学地震防災ガイド 名古屋大学地震防災ガイド 

東海地震と東南海地震が同時に発生したときの震度 
（内閣府による） 
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大地震が発生したら… 大地震が発生したら… 

日頃の備えが大切！ 日頃の備えが大切！ 

強い揺れを感じたら、危険な家具や器具などから離れて、丈夫な机の下などで
身の安全を図ります。特に頭を守るように注意しましょう。可能なら扉を開けて
避難経路を確保します。 

自分の身を守る（最初の数秒） 

落ち着いて火を止め、電気のブレーカーも落とします。周辺の人の無事を確認
して、あわてずに避難します。あわてると、転んだり落下物やガラスなどでけがを
するおそれがあります。避難にはエレベーターは使わないこと。閉じこめられるお
それがあります。 

揺れがおさまったら（2～3分） 

情報や指示を良く理解し、パニックや二次災害を防ぎましょう。大学では、ここで
避難者の確認をします。 

避難したら（5～10分） 

大災害時は救助もおくれがちになります。自分の安全が確保できる範囲で、消
火や救助活動などを手伝いましょう。 

安全に気をつけて消火や救助の支援（1～数時間） 

あらかじめ決めておいた方法（4ページ参照）などにより互いに連絡をします。大
学にも居場所やけがの状態などを伝えましょう。 

家族や友人、大学などとの連絡（1日程度以内） 

書棚やつり下げテレビなどから離れ、机の下などで身の安全を守ります。実験
器具や薬品などを使用している場合はすぐに離れ、揺れがおさまったら可能な
範囲で始末をします。 

講義中だったら… 

おおぜいで出口や階段に殺到するとたいへん危険です。教員の指示に従い、
落ち着いて避難してください。 

学内の避難 

歩いているときは、ブロック塀や自動販売機、看板、ビルのガラスなど危険物から
離れます。カバン等で頭を守って、公園や広場などの安全な場所へ。 

通学途中だったら… 

車内放送を聞き、落ち着いて係員の指示に従います。勝手にドアを開けて外に
出ないこと。対向車両などの危険があります。 

電車や地下鉄、バスなどに乗っていたら… 

耐震性のある建物に住み、家具の転倒やガラス破損などの対策をすることにより、地震時の危険を大きく減らすことがで
きます。古い住宅の場合は耐震改修を検討してください。また、アパートなどでは家具を固定するねじが禁止されている
場合もありますが、安全のために管理者に交渉しましょう。 

住まいを安全に 

食料や水（３日分以上）、現金や保険証など貴重品、ラジオや懐中電灯、衣類や薬品など、災害時に必要なものをまとめ
ておきましょう。持病の薬やめがねのスペアなど、必要なものはひとりひとりで違いますので注意。 

非常持ち出し品を準備 

自宅や職場近くの避難場所と、そこまでの避難経路を確認しましょう。家族で落ち合う安全な場所を決めておくことも重
要です。警戒宣言（４ページ参照）が発令された場合の帰宅方法をチェックしておきましょう。 

避難経路や避難場所の確認 

家族や友人と連絡する方法を相談しておきましょう。大災害時には、自分の居場所や状態（けがの有無など）を大学に
知らせてください。名大ポータルも利用できます（４ページ参照） 

連絡方法も忘れずに 

■ http://anshin.seis.na
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耐震性を備えた建物 
（耐震改修を行ったものを含む） 
  
耐震性が十分でない建物 
（耐震改修予定を含む） 
  
耐震診断対象外の 
比較的小さい建物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：  
耐震性が十分でない建物が、ただち
に地震時に危険とは限りませんが、
大地震が起こったあと、または東海
地震の警戒宣言が出された場合は、
これらの建物の中にとどまらないよう
にします。 

名古屋大学キャンパス建物の耐震性 名古屋大学キャンパス建物の耐震性 

東山キャンパス 

大幸キャンパス 鶴舞キャンパス 

学内の地震防災対策は確実に！ 学内の地震防災対策は確実に！ 

1995年阪神・淡路大震災による神戸大学内の被害 
（神戸大学提供） 
1995年阪神・淡路大震災による神戸大学内の被害 
（神戸大学提供） 

1978年宮城県沖地震による東北大学理学部化学棟の 
薬品火災（河北新報社提供） 
1978年宮城県沖地震による東北大学理学部化学棟の 
薬品火災（河北新報社提供） 

背の高い書棚やロッカーは転倒しないように固定し、パソコンやテレビ、重い書
籍や破損しやすい機材は落下防止策を確実にとりましょう。キャスターのついた
機器は、臨時に固定する方法もあります。 

什器や機材の転倒・落下・破損などの防止 

実験室では、重く壊れやすい実験機材が多く、危険で有毒な薬品やガスなども
使用しています。地震時の安全のために機器の固定や破損防止、薬品の漏洩
防止などの対策や、消火器の設置などをしましょう。研究室をあげて対策に取り
組むことが重要です。大地震の際は、可能な限り装置を安全に停止し、火気の
始末等をしますが、無理はしないようにします。 

実験装置や薬品の危険防止 

建物ごとに屋外避難場所や避難経路が決められています。あらかじめ確認し、
スムーズに避難できるようにしましょう。また階段や非常口などに荷物を置いたり
しないよう注意します。 

避難場所や経路の確認 

非常時には互いに助け合うことが必要です。教職員と学
生で非常時の対応を定期的に確認しましょう。 
研究室などでは、教員との緊急連絡方法の確認や災害時
の非常持ち出し品の準備などもしましょう。 

みんなで確認して備えましょう 

agoya-u.ac.jp/taisaku/
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東海地震を予知するための観測データに異常がみつかると、その程度に応じて気象庁は「東海地震に関する情報」を発表
します。異常がわずかな時は「観測情報」を発表し、さらに異常なデータが増えると「注意情報」を発表します。これは
黄色信号に当たり、様々な対応が開始されます。さらに専門家による地震防災対策強化地域判定会が「東海地震の発生の
可能性が高い」と判断した場合は、内閣総理大臣が「警戒宣言」を発令します。名古屋大学では、注意情報発表で対応を
開始します。この場合、講義等をすべて中止し、研究室や実験室などの災害防止措置を行った後に、非常要員以外はすみ
やかに帰宅します。 

災害用伝言ダイヤル171

東海地震の警戒宣言 東海地震の警戒宣言 

地震災害のとき、家族、友人、大学と連絡をとる方法はたいへん
重要です。一般の電話や携帯電話（音声）は非常につながりにく
くなります。その場合、災害用伝言ダイヤル171や携帯電話の災
害用伝言板サービスなどを活用しましょう。これらは災害時のみ
利用できますが、普段でも体験できる日があります。 

災害用ブロードバンド伝言板web171
ブロードバンドの特性を生かして、音声や画像も登録できます。 
　http://www.ntt-west.co.jp/dengon/web171/index.html（NTT西日本） 

毎年10月に全学地震防災訓練を実施しています。
総長以下、教職員や学生など全員参加です。講義
を中止して地震時の対応行動の訓練を行います。
また防災講演会や救急救命講習会などもあります。
積極的に参加し、災害時の行動や準備内容の確認
をしましょう。 

名古屋大学ポータル（mynu.jp） 
名古屋大学ポータル（名大ポータル、http://mynu.jp）は、授業登録など
だけでなく、さまざまな情報伝達に利用できます。災害時には、自分の状
況や連絡先を速やかに大学に知らせるために使用します。具体的な使用方
法は、名大ポータルにアクセスすればわかります。また年2回の情報登録
訓練も行いますので、日ごろから扱い方になれておいてください。 

携帯電話の災害用伝言板サービス 
携帯電話のデータ通信では、災害時になると「災害用伝言板」がトップメニュ
ーに出てきて、その伝言板を通して安否確認の連絡ができます。詳細は下
記ＵＲＬから調べてください。安否連絡先の事前登録システムもあります。 
　NTT DoCoMo : http://www.nttdocomo.co.jp/ 
　　　　　　　　 info/disaster/index.html 
　au 　　　　:http://www.au.kddi.com/notice/dengon/index.html 
　SoftBank   : http://mb.softbank.jp/scripts/japanese/information/ 
　　　　　　　dengon/index.jsp 
　TU-KA      : http://www.kddi.com/tu-ka/tokai/service/dengon/ 
　　　　　　　index.html 
　Willcom    : http://www.willcom-inc.com/ja/info/dengon/ 
　　　　　　 index.html

非常時の連絡方法を確認しよう 非常時の連絡方法を確認しよう 

警戒宣言が発令されると、地震対策強化地域（静岡、愛知など1都7県263市町村）では地震に対して様々な準備行動が開
始され、日常生活に大きな制約があります。具体的には以下のような対応が予定されています。これらを良く理解し、適
切な行動をとれるようにしておく必要があります。 
　■鉄道・バス・タクシー：運行を停止（名古屋より西の新幹線は運行）。ただし警戒宣言前に可能な限りの輸送を行う。 
　■道　　　　路：強化地域内への進入禁止、避難路・緊急輸送路では交通規制、速度規制など。 
　■銀行・郵便局：一部のATMを除いて営業停止。 
　■百貨店、スーパー、コンビニ：原則は営業中止だが、耐震性のある店舗に限って事業者の判断で営業を継続。 
　■病　　　　院：地震発生時の災害医療を行う病院と、地域医療を継続する病院の役割を分担する。 
　■学　　　　校：授業を打ち切り閉鎖。学童は帰宅又は保護者に引渡す。 
　■電気・ガス・水道：引き続き供給するが、なるべく使用しないよう呼びかける。  
　■電　　　　話：できるだけ使わないようにし、話は短く。通話料が増えると規制がかかり、防災用電話が優先される。

携帯電話も音声はつながりにくい見込み。公衆電話はつながりやすいが、テレフォンカードは停電時
に使えないので、硬貨を準備しておこう。 

警戒宣言が発令されたら、社会活動はどうなる？ 警戒宣言が発令されたら、社会活動はどうなる？ 

緊急時の学内連絡先 

名古屋大学地震防災訓練 

各キャンパス内では下4ケタで内線から通じます 
○緊急時（終日）、救急車を要請した場合も 
　下記に連絡 
　「学内110番（本部守衛室）」内線110、 
　または789―4917・4918

   ・情報科学研究科　　789―4721 

　・多元数理科学研究科　789―5756 

　・国際言語文化研究科　789―4881 

　・環境学研究科　　　789―4272 

　・教養教育院事務室　789―4725 

　・災害対策室　　　　788―6038 

　・保健管理室　　　　789―3970 

　●鶴舞キャンパス 

　・医学部医学科　　　744―2430 

　●大幸キャンパス 

　・医学部保健学科　　719―1518 

　名古屋第二赤十字病院　832―1121(代) 

　名古屋大学医学部附属病院　741―2111(代) 

・学務部学務企画課 

 

 

・文学部 

・教育学部 

・法学部 

・経済学部 

・情報文化学部 

・理学部 

 

・工学部 

・農学部 

・国際開発研究科 

789―2158 

2164 

5755 

789―2206 

789―2606 

789―2317 

789―2357 

789―4721 

789―2808 

5756 

789―3599 

789―4010 

789―4952

○学部等教務学生掛等（平日昼のみ） 

●東山キャンパス 

 

災害・防災情報は　http://anshin.seis.nagoya-u.ac.jp/taisaku/（災害対策室ホームページ）へ！ 

■編集　名古屋大学災害対策室　■発行　平成19年4月1日 

171番に電話をかけて、音声ガイダンスに従い「被災地内の電話番号（市
外局番を含む）」を暗証番号にすると、安否等の伝言を1伝言あたり30秒、
計10伝言まで預かってくれるサービスです。 
　災害時のみ利用できますが、例年、防災週間（防災の日（9月1日）を
含む1週間）および防災ボランティア週間（1月15日～1月21日）、毎月
1日などに体験することができます。 
　http://www.ntt-west.co.jp/dengon/index.html（NTT西日本） 
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Earthquakes are a phenomenon in which the ground shakes violently for up 
to several minutes. During severe earthquakes, houses and buildings may 
collapse. Earthquakes occur frequently in Japan. 
Although earthquakes of Intensity 3 (Japanese Scale) or below occur several times a year in 
Nagoya, there is no need to worry about such small earthquakes. This guide explains the 
precautions to be taken for a major earthquake of Intensity 5 or more. Such earthquakes 
occur approximately once every 100 years. 

The above figure shows the predicted Seismic Intensity (Japanese scale) of the next large earthquake 
(Tokai & Tonankai earthquakes )

Seismic Intensity of 6 higher. Impossible to keep standing or move without crawling. 
Seismic Intensity of 6 lower. Difficult to keep standing. Most heavy and unfixed furniture will shift or topple over.

Orange :  
Yellow : 

Houses may collapse
Older and weaker houses might collapse during strong 
tremors. It is advisable to live in houses that are recently 
built or have been reinforced.

Furniture and other items may fall over
Many people might be injured or killed by falling 
furniture and household items as well as flying glass 
fragments. Take measures to prevent furniture and 
elevated furnishings from toppling over or falling down. Outbreak of fires

Fire is a major hazard associated with earthquakes. 
Extinguish any open flames immediately and switch off 
the circuit breaker in your house before evacuating after 
an earthquake is over.

Tsunami (seismic sea waves)
Tsunami can be an extremely destructive hazard for 
coastal areas. Tsunamis originate when ocean water is 
displaced vertically during a large earthquake. If you are 
close to the coastline and feel a strong earthquake or a 
weak but prolonged tremor, you must move to higher 
ground as quickly as possible.

What is an earthquake?

Are large earthquakes predicted for this region?

What could happen during and after severe shaking?

Tokai Earthquake
The Tokai Earthquake is predicted to occur in the western part of Shizuoka Prefecture. 
The National Earthquake Prediction Program was established in 1978 to prepare for this 
earthquake. This earthquake will result in strong tremors throughout Aichi Prefecture.

Tonankai Earthquake
An earthquake of disastrous proportions occurs off the southern shore of Aichi and Mie 
Prefectures approximately once a century. The Tonankai earthquake last occurred more 
than 60 years ago, in 1944. The probability of a recurrence over the next three decades is 
estimated to be 60 percent. The Tokai and Tonankai earthquakes may occur 
simultaneously, as with the Ansei Tokai Earthquake in 1854.

0 10 20

Kilometers

Seismic 
Intensity

7
6 higher 
 6 lower 
 5 higher
5 lower 
 4

Nagoya

Aichi Pref.

2007 Nagoya University Students’ Guide for

Earthquake Disaster Preparedness
2007 Nagoya University Students’ Guide for

Earthquake Disaster Preparedness
What is an earthquake?

Are large earthquakes predicted for this region?

What could happen during and after severe shaking?
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When a large earthquake occursWhen a large earthquake occurs

Preparing for earthquakesPreparing for earthquakes

■ http://anshin.seis.na

Stay calm, protect yourself from falling objects, extinguish any flames (if 
possible) and open a door to provide a safe exit. Blindly rushing outside 
may result in unnecessary injury.

The first 3 seconds 

After the tremors subside, evacuate from dangerous places. Turn off any 
heaters and stoves, stop any experiments in your laboratory, and check 
the safety of family members and others around you. When evacuating, be 
calm, watch for dangerous objects, and do not use elevators. If in class, 
follow the instructions of your teacher.  

2－3 minutes

Once evacuated to a safe place, obtain information to prevent any further 
danger.

5－10 minutes

Assist in putting out fires and rescue people if necessary, after first 
ensuring your own safety. Be prepared for aftershocks.

1 hour

Report your situation to your school/ university/ laboratory. You must 
find out how to make contact in case of an emergency.

1 day

You may have to live in an Emergency Shelter. Make advance 
arrangements for emergency food and water. 

1 week

Stay calm and keep away from falling glass and buildings that are in 
danger of collapsing. Brick walls are also dangerous. Move to an open 
area such as a park.

Outdoors

Follow the instructions of the staff. If you cannot understand the 
instructions, ask someone close to you for help.

In a bus or train

Collapsing buildings and falling furniture result in many fatalities during a large earthquake. Prevent heavy 
furniture from toppling over or falling down. Furniture should be securely fastened using appropriate means.

Making your house safer

Assemble valuables (passport, cash), food and water, a first-aid kit, a radio, clothing, etc. Pack these items 
together so they are ready to take with you at any time.

Prepare emergency items

As you may need to use the Emergency Shelter in your community, it is important to know if language support 
is available.

Know your evacuation site and escape route

You must know how to report your safety to your school. Try to avoid using telephones for voice messages 
immediately after a large earthquake.

Keep important contact numbers close at hand

Before and During an Earthquake Disaster
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Green 　　:  
Earthquake-resistant buildings. 
International Ohmeikan is also 
earthquake-resistant.  
Red 　　:  
Buildings that are not earthquake-
resistant. Foreign Student House 
is also included in this category. 
Most of these buildings will be 
reinforced in the near future.  
White　　 :  
Low buildings that are considered 
to be except from the seismic 
repair regulations. 
 
 
 
IMPORTANT:  
When a strong earthquake 
occurs, or the “Earthquake 
Warning” (see page 4) is issued, 
evacuate outside to a safe place or 
relocate to an earthquake-
resistant building.

Earthquake-resistant buildings on the Nagoya University campusEarthquake-resistant buildings on the Nagoya University campus 
 

Safety measures should be taken for experiment tools, chemicals, and gas. 
It is important to prevent fires and explosions. Stop any experiments in the 
case of an earthquake, check that flames are extinguished, check for 
accident prevention, then evacuate quickly and safely.

Do not store goods near exits and passageways. Watch for areas of danger 
(e.g., damaged buildings and falling objects)  
on your way to the evacuation site.

Please discuss earthquake safety with your supervising 
professor and fellow laboratory members.

Safety in laboratoriesSafety in laboratories

Tall, heavy, or dangerous furniture and equipment (e.g., lockers, book 
shelves, TV, PC, experimental facilities, facilities with casters, glass 
objects) should be secured to prevent movement during an earthquake.

Kobe University, 1995Kobe University, 1995

agoya-u.ac.jp/taisaku/

Chemical fire 
Tohoku University, 1978 
Chemical fire 
Tohoku University, 1978 

Secure dangerous objects

Experiments

Safe evacuation

Preparedness 

Earthquake Damage Prevention on Campus

Higashiyama 
campus

Daiko campus Tsurumai campus
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Maps of shelter sites are available at your local ward office or on the Nagoya City website at 
http://www.city.nagoya.jp/global/en/nagoya00023973.html

Official shelter areas

Valuables : passports, cash (small change), bankbook, health insurance passbook, licenses/certificates. 
Emergency food : pack 3 days worth of food (canned food, etc.) and drinking water (3 liters per day). 
Medical supplies : first-aid kit, medicines, etc. 
Emergency equipment : portable radio, flashlight, batteries. 
Clothing : long-sleeved top, rain gear, underwear, blanket, sleeping bag, spare glasses, gloves, etc. 
Other necessary items for babies, elders, sick persons and those who need constant care.

Emergency kit  

Observation Information (Kansoku Joho) : Wait carefully for the next information. 
Advisory Information (Chu’ui Joho): Usual activities in the university should be stopped and necessary 
action should be taken. Students and staff should return home safely and make preparations. 
A “Warning” is issued (Keikai-sengen): Trains and buses will be stopped. Most shops will be closed. 
Stay in an earthquake-resistant building or find an outdoor area where you will be safe during strong ground 
shaking. Information and warnings will be given on TV, radio, and various announcements.

The Official Earthquake Warning for the Tokai Earthquake

ZIP-FM 77.8MHz and RADIO-i FM 79.5MHz
Radio emergency information in foreign languages

Contact your school or laboratory (know the contact number of your laboratory or your supervisor). During and 
immediately after a disaster, phone lines should be used for emergency calls only. Do not use your telephone for 
voice messages in this case.  
Nagoya University portal site system (mynu.jp) is also used for registration of personal situation and contact 
information after the disaster. English contents will be available in 2007.

Emergency contact

This service is available when earthquakes and other natural disasters occur. Information on using this service is 
provided on the Nagoya City website at http://www.city.nagoya.jp/global/en/living/kinkyu/shizen/ 
Home telephones and mobile phones for voice messages may not work. Use coin-operated pay phones.

NTT emergency message dial 171

This service enables users in the disaster area to register messages via the network access functions of their 
mobile phones.
Instructions for the disaster message board service in English:
NTT DoCoMo : 

au : 
SoftBank : 
Willcom :

http://www.nttdocomo.co.jp/english/info/disaster/index.html 
http://www.au.kddi.com/english/message_board/index.html 
http://mb.softbank.jp/scripts/english/disaster_message/index.jsp 
http://www.willcom-inc.com/ja/info/dengon/ (Japanese only)

Mobile phone disaster message board

Nagoya City 
Aichi Prefecture 
Shizuoka Prefecture 
Mie Prefecture

http://www.city.nagoya.jp/global/en/living/kinkyu/shizen/  
http://www.pref.aichi.jp/bousai/zisin_saigai/index.html (in Japanese) 
http://www.pref.shizuoka.jp/kikaku/ki-20/english/earthquake/index.htm  
http://www.bousaimie.jp/mie_eng/

Web pages

NU Disaster Management Office, 052-788-6038, 4th floor, Building of Grad. School of Environmental Studies.   
http://anshin.seis.nagoya-u.ac.jp/taisaku/ (in Japanese)

Contact

2007.4

Further Information
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